


海外での安全についての基本的な考え方

島根大学国際課

(1) r自分の身は自分で守る」

緊急時は政府・大学・家族は全力で支援をするが、 危険な場所に

すぐに駆けつけ目の前の危機から救ってあげる事は出来ない。

したがって 「危険な場所・人・ものに近づかない」事が大前提。

(2)生命の安全を第一 に考える

犯罪に遭遇した場合、 生命の安全を第一に考える。

仮に重要なものを強奪されても追いかけない。

危険な状況に遭遇した場合は、 抵抗もしくは抵抗したと思われる

行動をしない。

時間の経過とともに危険に対する意識が薄れるものだが、

この意識を持続させることが危険から自分を守る。

危機意識が分散するr到着時」 「帰国時」 r慣れた頃」が一 番

危ない。







インド政府 政情、 治安情勢、 医療楕勢など総合I b応9佃WI叩inmvln

的な情報 霞

2. 申請・手配・準備編

(1)申請：留学に関する大学での手続き

留学で渡航する場合は申請を行い大学（学長）の許可を受けることが必要です。

区分 提出書類

留学 大学間交流協定に基づく交換留学 留学願書

休学による私費留学 休学願休学

提出先

国際課

学生センター（松江キャンパス）
学務課教務担当（出雲キャンパス）

(2)手配

“内空券手配
航空券の手配方法の検討を行いましょう。 旅行会社の店舗、 航空会社、 インタ ーネットでの購入などが
考えられますが、 旅行会社の倒産問題などがあるので信頼性が高い業者を選択しましょう。
また、 格安航空券の場合、 搭乗日や便の変更が不可能なものがあったり、 変更には多額の手数料が取ら
れる可能性があります。

乗換え (transit) がある場合は、 遅延も考慮し余裕がある便を選択しましょう。

到羞が夜間の便は、 宿泊先への移動の利便性及び安全の観点から避け、 日中に現地に到着しましょう。
②住宅手配
長期の留学等で住宅の手配が必要な場合は、 治安状況・セキュリティ対策、 通学の利便性等を十分確認

して決めましょう。 選定は、 受け入れ大学や不動産業者等の助言を求め慎重にすすめましょう。

冦受け入れ担当機関に手続きを依頼する場合、 手配が完了していることを確認してから渡航しましょう。

(3)準備

①医療・健康情報・予防接種等
持病、 アレルギーがある場合は英語で情報を記載するとともに少なくても英語で説明できるようにして
おきましょう。 常用している薬がある場合も同様です。 現地で同様の薬を処方してもらえない可能性が
あるので、 留学前に担当医と十分相談しておくことが重要です。

※英語での説明は、 「くすりのしおり」サイトの英語版も参考にしましょう。

過去の病歴・ワクチン歴に関しても英語で情報を記載しておきましょう。
予防接種は複数回接種の必要があるものは、 接種計画を立て最後まで完了させておくことが必要です。
歯科治療は費用が高額かつ日本人の骨格を考慮した治療が期待出来ないので、 治療を済ませましょう。

②国際送金用口座開設
多額の現金を持っていくことは危険です。 国際送金が出来る口座を日本で開設をしておくことで、 現地

適貨で受け取ることができるので、 長期留学の場合等には口座開設を検討しましょう。

※送金手数料と酒金に要する時問が必要なので、 予め調べ銀行を選択しましょう。 （参考資料①参照）

③クレジットカ ード
盗難、 紛失などで現金と一緒にクレジットカ ードも無くなる可能性があるため、 複数枚所持出来るなら
準備しておきましょう。

※この場合、 盗難やスキミング被害等に備え普段利用するカ ードは利用限度額が低いものが良いです。 も

うl枚の予備カードは、 滞在先等で厳重に保管し時折保管状況を確認しましょう。
④トラベラ ーズチェック・海外プリペイドカ ード

トラベラ ーズチェックや海外プリペイドカ ード（キャッシュパスポート、 マネ パカ ード、 Money T グロ ー

バル等）の準備をしましょう。

※キャッシュパスポートは、 クレジットカ ードと同様の使い方が出来ますが、 プリペイドなので予め必

要な額を入金しておく必要があります。 オリジナルカ ード・スペアカ ードの2枚を 1 セットで発行される

ので、 盗難・紛失に備えられます。

















《参考資料③：出発時・帰国時のチェックリスト》

t渡航準備段階

□外務省の海外安全ホームペー ジで現地惜報を確認する
□パスポートの有効期限を確認する

□パスボートのコピー と写真を2部ずつ準備する

□ピザが必要か確認する
□航空券・宿泊先を手配する（飛行機到着時間が日中である事を確謡する）
□海外旅行保険に加入する

□予防注射が必要かを確認する
□病気や虫歯の治療診断を済ませ、体調を整える

□常備薬を準備する

口持病やアレルギーがある場合は、必要に応じ主治医の診断書を準備し、現地での治療方法等を相談する

□現地通貨に換金、クレジットカ ー ドを準備し手荷物へ入れる（カ ー ド番号、盗難・紛失時の連絡先を控える）

□家族などに旅行の工程や宿泊先を伝える

口滞在先の住所・電話番号及び緊急時の連絡先、在外公館の連絡先、旅行保険の事故時連絡先を控える。

□空港への交通手段を確認する（飛行機の出発時刻の2時間前には空港に到着しているようにする）

2．出発当日

□忘れ物がないかを確認（特に、パスポート、現金、クレジットカ ー ド、航空券、旅行保険の証券）

□空港には飛行機の出発時刻の2時間前に到着するよう早めに行動する

3到着後

□家族など関係者に無事到着したことを連絡する

4帰国後

□帰国時に、下痢や発熱など体調不良がある場合は、検疫で必ず申告する。

□帰国後も発熱や下痢、全身倦怠感など体調不良がある場合は、空港内のクリニック等に受診する。

□感染症に罹患した場合は、必ず大学の保健管理センタ ー に連絡する

□家族など関係者に無事帰国したことを連絡する

仁l海外でクレジットカードを利用した場合は、手元の利用控えと利用明細書を必ず照合する。
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